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インフルエンザ 

流行ってます！ 
 

手洗い・うがいを 

忘れずに！ 
 

～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 

 
か ん ば ら こ う い ち ろ う 

２００９年度は約１０８億円の財源不足が生じる（２００８年９月試算）とのこと。市は財源不足の対応策として、 

行財政改革・市有地の売却・各部局予算５％カット・市債の発行・基金の繰入運用を挙げています。その多くが、

臨時的措置（一時凌ぎ）であり、根本的な財政構造の改善につながるとは思えません。（下図参照） 

 

◆お金が足りない。どうする豊中市～来年度は約１０８億円不足！！～ 

 

 とはいえ、批判や静観していても状況は何にも変わりません。そこで、いくつか改善策を考えてみました。 

◆他に改善策はないのだろうか！? 

（＊）市税などの徴収金収納率向上、事業・業務の   

見直しや効率化、病院事業などの経営健全化など 

 

 

・市庁舎・市有施設内の自動販売機の設置使用料を徴収する。（効果見込額：数十万円～数百万円） 

・事業系ごみの処理費用を全額業者負担とする。（効果見込額：約３億５０００万円） 

・市有施設の有効活用（民間企業への売却や貸出など）。（効果見込額：数千万円～数億円） 

・ごみ収集業務など可能な範囲での事業・業務の更なる民営化。（効果見込額：数百万円～数千万円） 

・人件費の削減（定員の適正化、本給及び職員手当の見直し、役職加算の見直し）。（効果見込額：数億円） 

・市の補助金事業や貸付金を出している事業の経営的改革及び廃止を含めた見直し。       などなど 

他
に
も
、
改
善
策
は 

あ
る
と
思
い
ま
す
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 （市の不足分の対応策） 
・行財政改革の効果（＊）：25 億円 

・市有地の売却：7 億円 

・各部局予算５％カット：8 億円 

・市債の発行（借金）：48 億円 

・特定目的基金の繰入運用：20 億円  

合計 108 億円 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 

http://www.tcct.zaq.ne.jp/positive-square/ 
「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 

市は昨年度、本年度と約１００億円の財源不足をそれぞれ    

約４６億円、約５２億円の市債を発行（借金）するなどして、見せか

けの収支黒字を維持してきました。来年度も同様の手法で収支 

黒字を図ろうとしています。現在の市債残高は約１１３０億円で、

市の財政規模（約１２００億円）とほぼ同額です。基金（貯金）は、

ほとんどありません。さらに、今後ますます社会保障費の増加が

予想され、市有施設の補修・改修・耐震化に要する経費や公債費

の増大も予想されます。そんな中で、今後も一時凌ぎの財政運営

を続けたり、役職加算などの無駄な歳出を続けていて、持続可能

な社会なんて築けるのでしょうか？今後、現役世代、将来世代の

負担はどうなるのでしょうか？しっかりとした市民サービスは受け

られ続けるのでしょうか？ 
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「役職加算」とは、一定以上の役職者に対し、  

期末・勤勉手当（ボーナス）を上積みする制度で、

加 算 率 は 、 部 長 級 （ ２ ０ ％ ） 、 次 長 ・ 課 長 級    

（１５％）、課長補佐級（１０％）、係長・主事級  

（５～１０％）と、役職に応じて異なります。 

例えば、月給６０万円の部長級の職員の場合。

ボーナスが４．５か月分/年とすると、 

６０万円×４．５か月×１．２=３２４万円となり、  

この２０％アップが役職加算分で、５４万円にも 

なるのです！！ 

市の今年度のボーナス支給総額は約７０億円、

そのうち役職加算分は５億２千万円です！！ 

この制度は、１９９０年バブル絶頂期に大企業に  

比べ公務員のボーナスが少なく、官民格差是正の

ために導入されました。だとすると、現在の社会  

情勢を考えれば、廃止・見直しを検討すべき制度と

言えます。さらに、豊中市の財政状況を考えれば、

なおさらです。 

この役職加算ですが、市長、副市長、議員にも適応

されています。議員の役職加算は２０％です！！ 

２ ０ ０ ８ 年 度 の 議 員 （ ３ ６ 人 ） の 期 末 手 当 は       

合計で１億３１５７万７６００円！！ 

役職加算分は合計で２１９２万９６００円です！！ 

 今後、市職員の役職加算廃止・見直しを求めていく 

予定ですが、まずは議員自身の役職加算を廃止・  

見直しをすべきと考えています。議員報酬条例の 

改正に前向きな他の議員と連携し、条例改正案を 

議会に提出することを模索しています。 

随時、経過報告をしていく予定です！！ 


